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名鉄広見線（新可児駅～御嵩駅間）*に関する沿線住民アンケート調査結果の概要 

＊以下「広見線」とします。 

調査対象 可児市及び御嵩町の居住者 

実施日  平成 29 年 8月 

配布数  3,400件（可児市 1,700 件 御嵩町 1,700件） 

回収数  1,083件（回収率 31.8%） 

 

１ 広見線の価値について 

➣沿線住民の方が感じる広見線の価値は、「利用価値」に比べて「存在価値」の効果項目におい

て価値意識の割合（非常にそう思う+まあそう思う）が高くなっています。 

➣特に、「交通弱者にとっての重要な日常の移動手段」(約 90％)「利用できるという安心感」

(約 82％)などの存在価値について重要と感じています。 

図-１ 広見線の重要度（利用価値・存在価値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-２ 広見線の重要と思う価値 
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⑪自動車と比べて目的地へ確実な時間に到着できる(n=454)

⑫目的地まで快適に移動できる(n=453)

⑬自動車交通が抑えられ、道路混雑を抑制する効果がある(n=454)

⑭自動車交通が抑えられ、交通事故の増加を抑制する効果がある(n=453)

⑮自動車交通が抑えられ、環境の悪化を抑制する効果がある(n=451)

①交通弱者にとっての重要な日常の移動手段である(n=461)

③市（町）外・県外から来訪する人にとって重要な交通手段である(n=456)

④利用できるという安心感がある(n=456)

⑤まちの活性化・活力につながる(n=457)

⑥沿線地域の一体感がある(n=457)

⑦可児市及び御嵩町をアピールする貴重な資源として活用できる(n=456)

⑧可児市及び御嵩町の象徴的な存在である(n=454)
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２ 広見線の今後の運行継続のあり方について 

➣今後も「運行継続は必要」とする割合は、合計で約 72％を占めています。(前回調査結果同様) 

各市町の沿線地区に対して沿線外地区の割合は低下するものの、多くの方が運行継続を望んでいます。 

➣運行継続は必要とする理由は、広見線の価値を反映し、「自動車を運転できない子どもや高齢

者（交通弱者）にとって重要な交通手段」が最も多くなっています。 

図-２ 広見線の今後の運行継続のあり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 広見線の今後の費用負担のあり方について 

➣今後も「費用負担は必要」とする割合は、合計で約 94％を占めています。(H26前回調査約 90％) 

ただし、「利用者を増やすことで収入を増やし、市町の費用負担を軽減すべき」の割合が、前回調査結果と比

較して合計で約 10 ポイント（H26 22％→H29 31.6%）増加しています。 

➣一方、「負担してまで運行を継続すべきではない」は、約５％（同調査約７%）となっています。 

(御嵩町沿線外は H26 約 18% → H29 約 5％) 

図-３ 広見線の今後の費用負担のあり方 
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４ 利用促進策の今後の利用又は参加意向について 

➣広見線利用促進策への利用又は参加意向の意識が高い（非常にそう思う+まあそう思う）項目 

は、「広見線の通勤・通学定期券補助」(約 86％)といった広見線自体の利用に関する意向が高 

く、次いで「バス運賃補助」(約 78％)といった広見線の２次交通となるバス交通施策や「運転 

免許自主返納者への補助」(約 72％)など広見線の利用への意向の順となっています。 

また、「家庭や日常生活で随時に利用」(約 67％)や「駅周辺環境整備活動へ参加」(約 65％) 

なども意向が高くなっています。 

図-４ 利用促進策の今後の利用又は参加意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞１ 広域バス路線の利用意向について（既往調査より*）～２次交通施策充実の可能性～ 

*「名鉄広見線とバス交通の連携向上による広域交通網形成に関する基礎調査業務」岐阜県地域公共交通協議会 H28.3 より 

➢ やおつトンネル開通に伴う広域バス路線が導入された場合の利用意向は、可児市約 28％、御嵩町約 50％、八百津

町約 67％と、八百津町及び御嵩町で利用意向が見られます。 

図-参考１ 利用促進策の今後の利用又は参加意向 
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＜参考＞２ 広域バス路線を利用したお出かけの目的について（既往調査より）～２次交通施策充実の可能性～ 

➢ 広域バス路線を利用したお出かけの目的（予定）は、可児市及び御嵩町では「観光・レクリエーション」目的が

多く、八百津町では「買物」目的の利用が多いことから、多様な目的での利用が期待されています。 

図-参考２ 広域バス路線を利用したお出かけの目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 運転免許を自主返納しようと思う年齢と自主返納後に利用したい交通手段について 

➣昨今、高齢者の交通事故が多発する中、運転免許証の自主返納について、「80歳以上」又は「今

のところ返納する気はない」が、合計で約 70％となっています。 

➣運転免許証の自主返納後に利用しようと思う交通手段は、可児市では「バス」が約 21％、御嵩町 

では「鉄道」が約 22％と公共交通の利用となっています。 

➣一方、「家族などの送迎」が合計で約 21％となっており、家族などへの負担が増えることが考え 

られます。 

図-５ 運転免許を返納しようと思う（した）年齢  図-６返納後に利用したい（している）交通手段 
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名鉄広見線（新可児駅～御嵩駅間）*1に関する高校生アンケート調査結果の概要 

 

調査対象 東濃高校、東濃実業高校、八百津高校 3校の 1年生～3 年生までの在校生 

実施日  平成 29 年 7月 

配布数  東濃高校   323 人  回収数  東濃高校   292人（回収率 90.4%） 

     東濃実業高校 710 人       東濃実業高校 692人（回収率 97.5%） 

     八百津高校   348 人       八百津高校   336人（回収率 96.6%） 

       計     1,381 人         計     1,320人（回収率 95.6%） 

１ 主な通学手段について 

➣沿線高校の主な通学手段は、「自転車」が約 45％（H26 調査結果約 48％）と最も多く、次いで

「広見線（当該区間）」が約 35％（同約 29％）となっており、H26 年度調査結果と比較して、

「広見線（当該区間）」の利用割合が増加しています。 

図-７ 主な通学手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 広見線がなくなった場合の通学手段について 

➣広見線がなくなった場合の通学手段は、「自転車」が約 50％（H26調査結果約 44％）と最も多

く、次いで「通学する交通手段がなくなる」が約 26％（同約 26％）となっており、約 4人に 

1人は通学手段の確保が困難になることが予想されます。 

図-８ 広見線がなくなった場合の通学手段 
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３ 広見線がなくなった場合の影響について 

➣広見線がなくなった場合の影響は、先の「通学する交通手段がなくなる」といった回答を反映 

し、「通学時に非常に影響がある」が約 42％（H26調査結果約 34％）や「通学以外の生活に影 

響がある」が約 20％（同約 24％）となっており、合わせて約 62％（同約 58％）の高校生に影 

響を及ぼすとしています。 

図-９ 広見線がなくなった場合の影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．広見線の今後について 

➣広見線の今後について、「私たちや後輩たちのためにも運行を続けてほしい」が約 78％（H26 

調査結果約 72％）と多くを占めています。 

➣一方、「運行は続けなくてもよい（「代替交通手段があれば」も含む）」が約 10％（同約 

13％）となっています。 

図-１０ 広見線の今後について 
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